
中 学 校 第 ３ 学 年 社 会 科 (公 民 的 分 野 )学 習 指 導 案 

日 時：平成２３年 月 日（ ） 

場 所：山鹿市立鹿本中学校 ３年１組教室 

授業者：教諭 佐渡 絢子 

１ 単元名 「現代社会とわたしたちの生活」 （東京書籍ｐ５～２６） 

２ 単元について 

（１）１９５０年代から急速な経済成長をとげた日本経済は、人々の生活に大きな変化をもたらした。 

電化製品の普及や外食産業の発達による女性の社会進出、国際社会における人的・物的グローバル 

化、そして、コンピューターやマスメディアの発達による情報化もその１つであり、現代社会の特 

色となっている。 

本単元は、社会的事象を地理的分野や歴史的分野と関連させながらとらえ、現代社会にはどのよ 

うな特色が見られるか､どのような伝統や文化の影響を受けているのかを理解させ、 これ以後の公民 

的分野の学習に対して生徒の関心を高めることを主なねらいとしている。 

本単元での様々な資料から現代日本の特色や文化の持つ意義に読み取る活動は、今後の公民的分 

野の学習の基礎となる政治や経済、国際社会の学習の基礎的な見方や考え方を養うためにも有効で 

ある。 

（２） 本単元の系統は以下のとおりである。 

【地理的分野】 

→ 

【歴史的分野】 

→ 

【公民的分野】(本時) 

「関連づけて見た日本」 

諸事象を関連づけて、 現代日 

本の特色をとらえる。 

「現代の日本と世界」 

世界の動きを背景に、 現代日 

本の特色をとらえる 

「IT 社会の到来」 

情報社会から現代社会の特 

色をとらえる 

地理的分野の「関連づけて見た日本」では、自然環境、人口等の地理的事象を関連づけて、現代 

日本の特色をとらえる方法について学んだ。歴史的分野の「現代の日本と世界」では、世界の動き 

を背景に、現代日本の特色をとらえることを学んだ。公民的分野では、地理的分野と歴史的分野の 

学習を活用し、戦後の日本の経済成長の動きを背景に現代社会の成り立ちや人々の生活の変化をと 

らえ、現代社会の特色について学習する。 

（３） 生徒の実態は以下のとおりである。（在籍数３２人） 

本学級は、男子１６人、女子１６人の学級である。社会科の授業においては、落ち着いた真面目 

な学習態度で取り組むことができるが、教師の投げかけに反応したり、挙手をして発言したりする 

生徒は限られている。特に自分の考えを根拠に基づき説明したり、資料から読み取ったことをもと 

に社会的事象を考察したりすることには苦手意識があり、 自分一人ではなかなか取り組めない生徒 

もいる。 

また、情報に関する授業を行うにあたっての事前アンケートの結果は以下のとおりである。 

(1)あなたが何か情報を得る時に使うものは何で 

すか。 

テレビ ○○人 

パソコン ○○人 

インターネット ○○人 

本・雑誌 ○○人 

携帯電話 ○○人 

新聞 ○○人 

ニュース ○○人 

校種・学年・教科等名 中学校・３年・社会科 

実践名：「情報の信頼性を吟味できる」



(2)(1)の場合に、２つ以上のものから情報を得た 

り、情報を比較したりすることがありますか。 

ある ○○人 

ない ○○人 

(3)あなたは新聞を読みますか。 毎日読む ○○人 

ときどき読む ○○人 

ほとんど読まない ○○人 

読まない ○○人 

(4)どのような記事を読みますか。 テレビ ○○人 

スポーツ ○○人 

４コママンガ ○○人 

一面 ○○人 

事件・事故 ○○人 

天気予報 ○○人 

政治 ○○人 

本の紹介 ○○人 

映画 ○○人 

芸能 ○○人 

ほとんどの生徒が情報を得る手段としてさまざまな情報メディアを活用している。しかし、複数 

のメディアから得た情報を取捨選択したり、比較したり、情報を吟味している生徒は少ない。日々 

大量の情報があふれている現代社会において、情報を吟味する力や心構えを身につけさせる必要が 

ある。また、日頃新聞に接している生徒が少ないため、取り組みやすい写真やタイトルを比較する 

活動から学習を進める。 

（４） 指導にあたっては次の点に留意する。 

① 社会科教育の視点から 

ア 本単元では、異なる新聞社の新聞記事を比較する活動を通して、不特定多数の情報に影響を 

受けやすい現代社会の特色を理解し、情報を選択する必要性を理解できるようにする。 

イ 写真、タイトル、記事の内容等視点を提示し、それぞれを比較させることによって、受け取 

る印象の違いがよりわかりやすいようにする。 

ウ 根拠をもとに自分の考えを説明できるように、発表やまとめ方の例文を示す。 

エ お互いの違いを認め合ったり、友達の意見を参考に考えを深めたりする活動を通して、学び 

合う集団づくりをすすめ、思考力・判断力・表現力を高める。 

② 情報モラル教育の視点から 

ア 本時は「モデルカリキュラム」の目標「３．安全への知恵」、「ｅ４－１：情報の信頼性を吟 

味できる」との関連を重視して展開する。 

イ 情報モラルの内容の取り上げ方については、異なる新聞社の新聞記事から受け取る印象の違 

いに気づき、情報を選択して利用しようとする態度を育てることに着目して指導を行う。 

③ 人権教育の視点から 

ア 一人ひとりが自分の考えや意見を、 自信を持って発言できるような人間関係づくりに努める。 

イ 班活動では、リーダーを中心に、互いの考えや意見の違いを認め合い、良いところを褒め合 

いながら、全ての生徒が話し合いに意欲的に参加できる環境づくりに努める。



３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 高度経済成長以降のさまざまな社会的事象の学習を通して、現代社会 

の成り立ちや生活の変化をとらえ、現代社会の特色に気づくことができ 

る。 

社会的事象への関心・意欲・ 

態度 

社会的事象とそれに基づく生活の変化に関心をもち、これからの学習 

への意欲を高めることができる。 

社会的な思考・判断・表現 現代社会の社会的事象をさまざまな角度からとらえ、社会生活と関連 

づけて考えることができる。 

資料活用の技能 年表や写真資料、グラフから読み取ったことから現代社会の成り立ち 

や生活の変化についてまとめることができる。 

社会的事象についての知識・ 

理解 

高度経済成長期の日本の発展の過程を、生活や意識の変化などの身近 

な社会的事象と関連させて理解することができる。 

４ 指導・評価の計画（６時間取り扱い） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価項目(方法) 

１ １ 現代社会を探ってみよう 

○年表や写真資料を参考に、それぞ 

れの年代の様子を知り、人々の生 

活が変化していることに気づく。 

●年表や写真資料から年 

代とともに人々の生活 

が変化していることに 

気づかせ、細かい事象 

には立ち入らないよう 

にする。 

○年代とともに人々の生 

活が変化していること 

を理解し、現代社会に関 

心を持つことができる。 

(ワークシート) 

２ 

１
（

本
時

）
 

IT 社会の到来 

○異なる新聞社のトップ記事を比較 

し、自分が読みたい新聞を選択す 

る。 

○情報を選別する必要性を理解す 

る。 

●現代社会の特色をとら 

える１つの社会的事象 

として取り扱い、これ 

からの情報社会におけ 

るあり方を考えられる 

ようにする。 

○自分が読みたい新聞に 

ついて根拠をもとに説 

明することができる。 

（ワークシート） 

３ 

３
 大量消費社会の出現 

食生活の変化 

アジアとわたしたちの生活 

国際社会と日本の役割 

他文化社会の進展 

○興味・関心をもったテーマを設定 

し、現代生活の変化を表す社会的 

事象に関する調べ学習を行う。 

●社会的事象とそれに基 

づく生活の変化に関心 

をもち、これからの学 

習への意欲が高められ 

るようにする。 

○年代による社会的事象 

の移り変わりから人々 

の生活の変化を読み取 

り、まとめることができ 

る。（レポート用紙） 

４ １ まとめと発表をしよう 

○自分の発表や友達の発表を聞き、 

現代社会の特色に気づく。 

●現代社会についての新 

たな発見や疑問、学習 

課題をもち、以後の公 

民の学習につなげられ 

るようにする。 

○自分とは異なる友達の 

発表から、現代社会のさ 

まざまな特色に気づく 

ことができる。（ワーク 

シート）



５ 本時の学習 （２／６時間） 

（１）ねらい 

新聞社ごとのトップ記事のちがいから、同じ情報でも伝え方により受ける印象が違うことに気づ 

き、自分が選んだ記事について根拠をもとに説明することができる。 

（２）展 開 

過

程 

時

間 
学習活動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点と評価 備考 

導

入 

10

分 

① 最近気になったニュ 

ースを出し合う。 

○最近気になっているニ 

ュースは何ですか。 

・昨日△△があった。 

・□□がもうすぐある。 

○そのニュースは何で見 

ましたか。 

・テレビ 

・インターネット 

・新聞 

○意見が出にくい場合 

には、当日の新聞な 

どを活用して、身近 

な話題にふれる。 

新聞 

展

開 

20

分 

② 新聞社による情報の 

伝え方の違いを比較す 

る。 

・個人→班→全体 

○この 2 つの写真を見て、 

それぞれどのように感 

じますか。 

・何か事故が起こってい 

る。 

・悲しんでいる人がいる。 

○Ａ、Ｂ2 つの新聞記事を 

比較して、 感じることは 

どんなことでしょうか。 

・見出しから記者は事故に 

対して怒っているよう 

に感じる。 

・記者は被害にあわれた方 

をかわいそうに思って 

いると感じる。 

○使われている写真に 

よる印象の違いに気 

づかせる。 

○写真、タイトル、図、 

記事の内容など、2 

つの記事を比較さ 

せ、受ける印象をワ 

ークシートにまとめ 

させる。 

○班での話し合いから 

友達の意見を参考に 

したり、自分の考え 

を深めたりできるよ 

うにする。 

パソコ 

ン

テレビ 

新聞 

ワーク 

シート 

15

分 

③ 自分ならどちらの記 

事が載っている新聞を 

購読するか根拠をもと 

に説明する。 

・個人→班→全体 

○自分ならどちらの記事 

が載っている新聞を読 

みたいと思いますか。 

・事件のことを順を追って 

伝えているＡの記事を 

選ぶ。 

・被害者の感情に寄り添っ 

ているＢの記事を選ぶ。 

○班で話し合ったこと 

や全体で出し合った 

ことも参考に根拠を 

もとに自己選択する 

場を与える。 

【学習課題】 

情報の伝え方により、受ける印象はどのように変わるのだろうか。 

【評価】 

自分が読みたい新 

聞について、根拠 

をもとに説明する 

ことができる。



６ モデルカリキュラムの位置づけ 

情報モラル 道徳、各教科・特別活動 他 

a4-1：情報社会における自分 

の責任や義務について考 

え、行動する。 

b4-1：個人の権利(人格権、肖 
像権など)を尊重する。 

b4-2：著作権などの知的財産 
権を尊重する。 

技術「コンピューターの構成を理解しよう」 
ソフトウェアのインストールを通して、著作権を理解する。 

技術「画像情報を処理しよう」 
個人の写真撮影には肖像権を尊重することが必要なことを理 
解する。 

社会「社会の発展と新しい人権」 
知る権利などの新しい人権が今日の社会で主張されるように 
なった理由に気づく。 

c4-1：違法な行為とは何かを 
知り、違法だとわかった 
行動は絶対に行わない。 

c4-2：情報の保護や取り扱い 
に関する基本的なルール 
や法律の内容を知る。 

c4-3：契約の基本的な考え方 
を知り、それに伴う責任 
を理解する。 

家庭科「消費者としての自覚をもとう」 
消費者の基本的な権利と責任について理解する。 

道徳「美奈のプロフ」 

携帯電話などを使うときに気をつけなければならないルール 
やマナーについて考える。 

社会「消費者の権利と保護」 
宣伝や広告と日常の消費行動との関係に着目し、消費者主権に 
ついて関心をもつ。 

d4-1：安全性の面から、情報 
社会の特性を理解する。 

d4-2：トラブルに遭遇したと 
き、主体的に解決を図る 
方法を知る。 

家庭科「消費生活について考えよう」 
物事やサービスを適切に選択するためには、情報収集とその活 

用が重要であることを理解する。 

e4-1：情報の信頼性を吟味で 

きる。 

e4-2：自他の情報の安全な取 

り扱いに関して、正しい 

知識を持って行動でき 

る。 

社会「現代社会とわたしたちの生活」 

同じ情報でも伝え方により受ける印象が違うことに気づ 

き、自分が選んだ記事について根拠をもとに説明する。 
国語「メディアを学ぶ」「テレビ映像の本質」 

メディアとのつきあい方やメディアが伝える情報と今後どう 
接していくべきかを考える。 

f4-1：健康の面に配慮した、 

情報メディアとのかかわ 

り方を意識し、行動でき 

る。 

f4-2：自他の安全面に配慮し 

た､情報メディアとのか 

かわり方を意識し､行動 

できる。 

社会「政治参加と世論」 
世論について理解し、世論を形成するうえでマスコミが大きな 
役割を果たしていることに気づく。 

g4-1：情報セキュリティの基 

礎的な知識を身につけ 

る。 

h4-1：基本的なセキュリティ 

対策が立てられる。 
技術「情報伝達の安全性とマナーを考えよう」 

事例を通して、インターネット利用における注意点を理解す 

る。 

ま

と

め 

５

分 

④ 本時のまとめをする。 ・新聞社や伝える人によ 

って情報は伝わり方が 

変わってくる。 

・情報を選ぶことも大切 

だ。 

○新聞だけでなく、メ 

ディアのちがいによ 

っても受け取る印象 

が変わることを付け 

加える。



i4：ネットワークの公共性を 

意識して行動する。 
技術「電子メールを連絡に活用しよう」 

電子メールを利用する際に留意する点を理解する。 

社会「流通のしくみ」 

ＰＯＳシステムやオンラインショッピングの発達による流通 

の合理化を理解する。


